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大妻女子大学大学院長期履修学生規程

平成１５年１月２３日

制定

（趣旨）

第１条 大妻女子大学大学院学則（昭和４７年４月１日制定。以下「学則」という ）第。

４１条第２項に規定する長期履修学生（以下「履修学生」という ）の取扱いについて。

は、この規程の定めるところによる。

（修業年限）

第２条 修士課程における履修学生の修業年限は、３年若しくは４年とする。

（登録単位数）

第３条 履修学生が登録できる１学年あたりの履修単位数は、修業年限が３年の学生に

、 。 、あっては１５単位 修業年限が４年の学生にあっては１０単位を限度とする ただし

特別の事情のある場合については、この限りでない。

（授業料等）

第４条 履修学生の授業料その他納付金は、学則第４５条第１項第３号及び第４号に定

める総額を、履修学生として認められた修業年限で分割して納入することができる。

ただし、実験及び実習等に要する経費は、必要に応じ別途徴収することがある。

２ 分割して納入する額は、別に定める。

（他の規程の準用）

第５条 この規程に定められていない事項については、学則及び大妻女子大学学則（昭

和４８年４月１日制定）を準用する。

（本規程の改廃）

第６条 本規程の改廃は、専攻会議、研究科教授会の議を経て学長が行う。

附 則

この規程は、平成１５年４月１日から施行する。

附 則

この規程は、平成２７年４月３０日から施行し、平成２７年４月１日から適用する。


